
様式第３号 

林 地 開 発 調 書（変更） 

整理番号  

申 請 者 静岡県浜松市浜名区引佐町狩宿872-22 遠州砕石株式会社 代表取締役 鈴木 篤史 

開 発 行 為 の 目 的 土石の採掘（採石） 

開発行為に係る事業 

又 は 施 設 の 名 称 
－ 

所 在 場 所 静岡県浜松市浜名区引佐町狩宿クンマ山872-108 他 18筆 

森 林 計 画 区 名 天竜森林計画区 

開 発 面 積 

事 業 区 域 面 積 27.0551ha 

事 業 区 域 内 の 森 林 面 積 19.4951ha 

形 質 変 更 の 森 林 面 積 
14.8264ha 

15.0755ha 

用 途 別 内 訳 面 積 

開 発 後 の 用 途 
面  積（ha） 

百分率（％） 
5条森林 5条森林外 計 

造成緑地 
2.2191 

3.2057 

0.2003 

0.4552 

2.4194 

3.6609 

8.9 

13.5 

造成森林 
12.0237 

11.2526 

5.9763 

6.1938 

18.0000 

17.4464 

66.6 

64.5 

残置森林 
4.6687 

4.4196 

0.3094 

0.2677 

4.9781 

4.6873 

18.4 

17.3 

防災施設 
0.5836 

0.6172 

1.0740 

0.6433 

1.6576 

1.2605 

6.1 

4.7 

計 19.4951 7.56000 27.0551 100 

工 事 計 画 期 間 
着工  平成 22年１月19日 

完成  令和 12年 1月 18日（採石法認可と同日） 

所 要 経 費           

用 地 費                                             

 

工 事 費  

 

      本 工 事 費  

 

      防  災  工  事  費  

 

緑  化  工  事  費  

そ の 他  

計  

 

森

林

の

現

況 

地 況 

地    質 土    質 傾    斜 標    高 

三波川変成岩類 

（主にジュラ記） 

表土 ‐ 

岩層 輝緑岩 

平均30度 

0～60度 

平均 289ｍ 

230～348.5ｍ  

230～348m 

林 況 

樹   種 林   齢 生育状況 降 水 量 

ザツ 
‐ 中 

1,843mm 

1,879mm 

生 息 動 物 

風 致 そ の 他 

特記すべき種はない。（自然保護室と協議済） 

自然環境保全協定の締結対象ではあるが、静岡県自然保護課より「自然環境保全協定の締結

が確認できないが、当協定は開発区域内の自然環境の保全のために必要な事項を内容とする

ものであるため、保全すべき自然環境が存在しない現状においては、締結できる内容があり

ません。よって、今回、本件について協定に係る対応は求めないところですが、次に事業区域

の拡大・変更等を実施する場合は、必ず予め当課に相談してください。」との回答を得た。 

周 辺 地 域 の 

施 設 の 状 況 

計画地周辺は森林であるが、南側は県道に接している。 

また、西側の一部は愛知県となっている。 

水源かん養機能に直接 

依存する水需要の状況 

水源を依存している地域はない。 

赤字：変更後 
黒字：変更前 
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開発行為が周辺地域の 

環 境 へ 及 ぼ す 影 響 

周囲に概ね森林を配置しており、大きな影響はない。 

市町村森林整備計画の 

機能区分及び施業種 

快適環境形成機能維持増進森林 

他の法令等との関連 

採石法（R7.1.19～R12.1.18）変更認可日R6.12.27（浜松市） 

採石法（R6.10.30～R9.10.29）認可日R6.10.29（愛知県） 

道路占有許可（R4.4.1～R9.3.31） 

火薬類消費許可（R7.11.5～R8.11.4） 

火薬類取扱保安責任者等選任・解任届出書（R7.11.14） 

粉じんに係る特定施設設置届出書（S54.11.10） 

騒音又は振動に係る特定施設の種類ごとの数変更届出書（S54.11.10） 

盛土規制法（対象外） 

浜松市土地利用事業 平成21年 7月 28日 承認済 

採石法 平成21年 11月 26日 申請中 

林 地 開 発 に 対 す る 

関 係 者 の 意 見 

河川管理者、土地所有者、隣地所有者、狩宿自治会同意済み（H21.11.25） 

地元自治会：同意書取得済み 

土地所有者の同意状況 

静岡県側の土地所有者である と令和８年３月 23 日付土地の賃

貸借契約締結及び同意取得済み。 

他所有者３名（愛知県側）については前回許可時（H21）から賃貸借契約締結及び同意取得済

み。 

同意書取得済み 

そ の 他 

1 立地 

問題なし 

 

2 防災施設 

調整池兼沈砂池の設置 

構造：岩堀込式（H＝6.950ｍ、法勾配1：2.0、堤頂幅4.0ｍ） 

許容放流量Ｑ＝0.4964㎥/s（rc=16.56mm/hr） 

設計調整容量Ｖ＝22,589.74㎥（必要調整容量21,815.96㎥） 

オリフィス0.126㎡（縦0.30ｍ×横0.42ｍ）（必要0.1265㎡以下） 

余水吐11.858㎥/s（必要10.352㎥/s） 

沈砂池 

№1（岩掘込式H4.45m、法勾配1:1.0） 

設計沈砂池容量2,030.43㎥（必要沈砂池容量2,010.73㎥） 

№2（鉄筋コンクリート2槽式H＝3.0m,H=2.0m） 

設計沈砂池容量75.10㎥（必要沈砂池容量73.07㎥） 

№3（掘込式H＝2.0m、法勾配1:1.0） 

設計沈砂池容量65.33㎥（必要沈砂池容量65.00㎥） 

擁壁 補強土（テールアルメ）壁（H=15m） 

砂防堰堤 なし 

防護柵 3,608m 

必要な調整能力を有する調整池を設置済みである。 

 

3  緑化計画 

 残置森林4.6687ha 

 造成森林12.0237 ha 

 造成緑地2.2191 ha 

 森林率（4.6687+12.0237）/19.4951＝85.6％ 

 残置森林率4.6687/19.4951＝23.9％ 

周囲林帯  99.6％ 

周囲に概ね森林を配置しており、必要な森林率は確保されている。維持管理についても誓

約書が提出されており、完了後には維持管理協定を締結する予定である。 

 

4  開発行為を行うために必要な資力及び信用 

   親会社である㈱ミダックホールディングスより出資。㈱ミダックホールディングスの残

高証明書にて、防災施設設置に対する資力を有していること及び有価証券報告書にて遠州
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砕石㈱が㈱ミダックホールディングスの子会社であることを確認。 

調 査 者 職 氏 名 浜松市役所 産業部 林業振興課 齋藤和也、内山雄太 

調 査 年 月 日 令和8年 7月 31日 
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審 査 項 目（土石の採掘） 
災害の防止、水害の防止に適用する審査基準の根拠法令：砂利採取法・採石法・森林法（法令は、適宜追加削除する） 

※ 他法令の審査基準で審査する場合は、基準値を適宜修正する。 

区            分 基     準     値 計 画 値 結 

果 

備 考 

災 

 

害 

 

の  

 

防  

 

止 

切 

 

土 

土質・岩質   輝緑岩 

適 

 

採掘量   
536,042㎥ 

630,130㎥ 

工法 原則として階段掘削法とする 階段掘削法 

法面勾配 土質に応じた勾配（35～70度） 
1:1 45度 

60度 

小段間の高さ 
5～20m（砕石用岩石、石材用岩石：20m 以下、風

化岩石：5m 以下 いずれも終了時） 

15m 

5m～15m 

小段幅 終了時に2m以上 
10m～15m 

5m以上 

最 大 高 さ 
 76m 

65.6m 

盛 

 

土 

法 面 勾 配 30°(1：1.8)以下 1:1.8 

適 

一部テールア

ルメ壁に変更 最 大 高 さ   原則 15ｍ以下 

15m超となる場合は所定の安全率（常時1.5、地震

時1.0、水平震度Kh=0.25×補正係数）を確保 

15m 

5m 

小 段 の 設 置 5ｍ毎に1～2ｍの小段設置 2.0m 

‐ 

崩落防止措置 雨水流入等の場合は、排水施設を設置 種子吹付緑化 

‐ 

擁

壁 

Ｌ 型 転倒、滑動において、所定の安全率を確保 

 常時  1.5以上 

地震時 1.2以上（水平震度×補正係数） 

水平震度：通常の岩盤 0.12、風化・破砕の著し

い 

岩盤、第三紀以降の未固結岩盤0.15 

‐ 

適 

 

逆 T 型 ‐ 

重 力 式     

‐ 

ブ ロ ッ ク 積 

補 強 土 壁 

土木部ブロック積(石積)擁壁構造基準による 

【参考文献】 

道路土工擁壁工指針,公益社団法人日本道路協

会,H24 

補強土（テールアルメ）壁工法設計・施行マニュ

アル,一般社団法人土木研究センター,H24 

別紙のとおり 

砂 防 施 設 
1ha当たり年間200～400㎥の土砂を貯留できるもの 

必要容量 No.1 2015   ㎥ 

2010.73  ㎥ 

          No.2 73.2   ㎥ 

73.07   ㎥ 

     No.3 163    ㎥ 

65.0   ㎥ 

‐ 

適 

※県道横断暗

渠について1/1

流下能力を有

していないが、

流域面積＝開

発地面積であ

り、開発地から

の放流量が県

道横断暗渠の

仮 設 沈 砂 池 ‐ 

沈 砂 池 

①2,035.2㎥ 

2,030.43㎥ 

②132㎥ 

75.10㎥ 

③168㎥ 

65.33㎥ 

河 川 改 修 下流河川に1/1の流下能力がない場合 河川改修不要※ 

黒字：変更前 
赤字：変更後 
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残 土 処 理 方 法 搬出先を明記し許認可(写)を添付すること 

‐ 許容放流量以

下であること

が確認できる

ため改修不要。 

（暗渠の改修

については平

成22年11月に

林地開発変更

届受理済み） 

水 

 

害 

 

の 

 

防 

 

止 

調 

 

 

整 

 

 

池 

調整池の基数  1基 

掘込式 

7.1m 

‐ 

適  

堤 体 の 構 造  原則コンクリート（掘込式可） 

堤 体 の 高 さ  
原則として15ｍ未満（築造式） 

堤 頂 厚 4ｍ以上（掘込式） 
5m 

4m 

上 流 法 勾 配 

下 流 法 勾 配 
掘込式の場合1：2.0以上 

1:1.5 

1:2.0 

調 整 容 量 
必要容量21,005㎥ 

21,815.96㎥ 

29,000㎥ 

22,589.74㎥ 

許 容 放 流 量 

Rc=15mm/hを下回らないこと 

【開発地全体】 

Q許容=0.9431㎥/s 

【調整池排水】 

Q許容=0.4985㎥/s 

※調整池が 15 ㎜/h 未満の場合は、24 時間以内に空になること  

38mm/h 

【開発地全体】 

Q直=0.4446㎥/s 

Q調=0.4964㎥/s 

合計放流量 

Q計(Q直+Q調) 

=0.9410㎥/s 

【洪水調整池】 

rc=Q調

=16.56mm/h(0.49

64㎥/s) 

rc≧15mm/hr・・・

判定ok 

（25.28時間で調

整池が空になる） 

オ リ フ ィ ス 
0.100㎡以下 

0.1265㎡以下 

0.099㎡ 

0.1260㎡ 

放 流 管 

流水断面は管路断面積の3/4以下 

0.100㎡ 

必要断面積 0.1031㎡ 

計画放流量 0.4964㎥/s 

0.3768㎡ 

3/4 断面積(φ0.72) 

現況断面

0.3773㎡ 

流下能力2.8699

㎥/s 

余水吐の構造 

100年確率降雨流量の1.5倍以上 

9.81㎥/s以上 

10.352㎥/s以上 

10.09㎥/s 

11.858㎥/s 

水

資

源

の

確

保 

＊水量の確保 

 

＊濁水の流入による 

水質悪化が無いこ 

と 

著しい支障が無いこと 

必要がある時は、貯水池または導水路の設置そ

の 

他の措置をすること 

土砂の流出による水質の悪化を防止すること 

‐ 

計画地に水を依

存している地域

はない。 

沈砂池を設置。 

適 

 

環

境
森 林 率 

原則として周辺部に幅概ね30ｍ以上の残置森林又 

は造成森林を配置すること 

112.2% 

85.6% 
適 
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の

保

全 

周 囲 林 帯 概ね周囲に配置 

99.6% 

残 置 森 林 面 積 4.4196ha 

4.6687ha 

造 成 森 林 面 積 17.4464ha 

12.0237ha 

造 成 緑 地 面 積 
3.6609ha 

2.2191ha 

緑 化 計 画 

採掘跡地は、必要に応じて埋め戻し、緑化及び植

栽 

を実施すること 

また、法面は、可能な限り緑化し、小段には必要

に 

応じ客土等を行い、植栽すること 

跡地は（平場・小

段）には、コナラ、

ヤシャブシ、ハン

ノキ等を植栽す

る。 

法面は、同様に植

栽をするととも

に、境界30m以外

については播種

により緑化する。 

平場部分はコナ

ラ・ヤシャブシ・

ハンノキ苗（0.5m

未満）を3,000本

/ha程度植栽、法

面部分は種子吹

付工、小段部分は

ヤシャブシ・サン

ゴジュ・ハンノキ

苗（0.5m未満）

を3,000本/ha程

度植栽する。 

[種子配合] 

種子吹付 

・ススキ

1.0kg/100㎡ 

・イタドリ

1.0kg/100㎡ 

・ヨモギ

1.0kg/100㎡ 

・ヤシャブシ2.0k 

g/100㎡ 

・コナラ

2.0kg/100㎡ 

そ の 他 
市街地・主要道路等からの景観を維持する必

要がある場合には、早期緑化に努めること 

特になし 

 

直近の許可申請時の付帯意見への対応 

付帯意見（平成21年 12月 28日答申） 付帯意見への対応等 

工事による粉塵発生防止対策に配慮されたい。 

 

道路沿いには防塵ネットを張り、

粉塵の道路飛散を防止していま

す。 
また毎朝散水を行い、粉塵の飛散

防止に努めています。 
※更新許可申請及び変更許可申請の審査に適用する。 
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別紙１ 

補強土（テールアルメ）壁の安定計算結果 

①外的安定性 

区分 検討項目  常時 地震時 

基準値 設計値 判定 基準値 設計値 判定 

ケース１ 

四段積み箇所 

※該当なし 

滑動 滑動安全率（FS） 1.500 13.780 〇 1.200 5.108 〇 

転倒 偏心距離 e(m) 

※１ 

1.337 -1.456 〇 2.673 -0.492 〇 

盛土直下支持 鉛直反力度 

Ｎa(kN/㎡) 

1,000 590.058 〇 1,500 578.023 〇 

壁面直下支持 鉛直反力度 

Ｎ(kN/㎡) 

1,000 537.454 〇 1,500 474.900 〇 

ケース２ 

三段積み箇所 

滑動 滑動安全率（FS） 1.500 17.789 〇 1.200 5.652 〇 

転倒 偏心距離 e(m) 

※１ 

1.003 -1.177 〇 2.005 -0.467 〇 

盛土直下支持 鉛直反力度 

Ｎa(kN/㎡) 

1,000 440.180 〇 1,500 426.289 〇 

壁面直下支持 鉛直反力度 

Ｎ(kN/㎡) 

1,000 421.987 〇 1,500 368.727 〇 

ケース３ 

二段積み箇所 

滑動 滑動安全率（FS） 1.500 41.701 〇 1.200 7.127 〇 

転倒 偏心距離 e(m) 

※１ 

0.667 -0.902 〇 1.335 -0.445 〇 

盛土直下支持 鉛直反力度 

Ｎa(kN/㎡) 

1,000 291.192 〇 1,500 275.528 〇 

壁面直下支持 鉛直反力度 

Ｎ(kN/㎡) 

1,000 208.375 〇 1,500 178.594 〇 

ケース４ 

一段積み箇所 

滑動 滑動安全率（FS） 1.500 20.953 〇 1.200 6.819 〇 

転倒 偏心距離 e(m) 

※１ 

0.683 -0.140 〇 0.366 0.093 〇 

盛土直下支持 鉛直反力度 

Ｎa(kN/㎡) 

1,000 137.678 〇 1,500 128.053 〇 

壁面直下支持 鉛直反力度 

Ｎ(kN/㎡) 

1,000 102.559 〇 1,500 85.966 〇 

置換えコンク

リート部分 

※補強土壁の

載荷重を含む 

滑動 滑動安全率（FS） 1.500 15.411 〇 1.200 4.101 〇 

転倒 転倒安全率（FS） 1.500 11.529 〇 1.200 3.450 〇 

盛土直下支持 地盤反力度 

Ｎa(kN/㎡) 

1,000 674.648 〇 1,500 691.697 〇 

※１合力の作用位置がテールアルメの底面幅の中央から後方に位置する場合は、転倒に対して安定とみなす 

（補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル第４回改訂版,一般社団法人土木研究センター,H26,162

頁） 

 

②円弧すべりに対する安定検討結果 

区分 検討ケース 円弧中心座標 半径 R(m) Fsmin Fsa 判定 

X(m) Y(m) 

補強領

域内 

ケース１ 常時-15 -386.500 317.000 499.871 1.267 1.200 〇 

地震時-15 -31.000 55.000 63.135 1.296 1.000 〇 

ケース２ 常時-18 -49.000 59.000 76.119 1.349 1.200 〇 

地震時-18 -20.000 38.500 42.721 1.385 1.000 〇 

ケース３ 常時-11 -18.000 25.500 30.693 1.435 1.200 〇 

地震時-11 -8.500 21.000 21.962 1.500 1.000 〇 

ケース４ 常時-6 -16.000 21.500 26.202 1.678 1.200 〇 

地震時-5 -6.500 15.000 15.662 1.922 1.000 〇 
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③-1破壊に対する安定検討結果（ストリップ長） 

設計ケース１、４段積部の判定 

 

（林地開発変更許可申請書より抜粋） 

 

※ストリップ引抜けに対する基準安全率 常時Ｆs≧2.00 地震時ＦsE≧1.20 

ストリップの設計長が全てストリップの必要長を満たしているため安全 

常時、地震時共において引抜け安全率が全て基準安全率を満たしているため安全 
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③-2破壊に対する安定検討結果（部材の応力度） 

設計ケース１、４段積部の判定 

 

（林地開発変更許可申請書より抜粋） 

 

部材の許容応力度 

部材 項目 記号 単位 常時 地震時 

ストリップ（SS400） 引張許容応力度 σta N/mm2 140.0 210.0 

ボルト せん断許容応力度 τa N/mm2 200.0 300.0 

常時、地震時において部材の応力度が全て部材の許容応力度以内のため安全 
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他法令等の処理状況 （○：今回該当、-：該当無し）

申請者　　　　　　　：遠州砕石株式会社　代表取締役　鈴木　篤史

開発行為の目的　：土石の採掘（採石）

法令名 処理状況

新規 変更

森林法（保安林） ○
（市）林業振興課
R8.7.31　林地開発許可申請（変更）

国土利用計画法・森林法（所有権移転） -

都市計画法（開発許可） -

宅地造成等規制法 -

県盛土条例 -

工場立地法 -

建築基準法 -

農地法（農地転用） -

農業振興地域の整備に関する法律 -

土地改良法 -

自然環境保全法 -

自然公園法・県自然公園条例 -

静岡県自然環境保全条例（協定） ‐ ※
当初時点で協定締結が不明であるが、
今回の変更では協定締結不要（自然保

環境影響評価法・環境影響評価条例 -

風致地区条例 -

都市緑地法 -

文化財保護法 -

鉱業法 -

採石法・砂利採取法 ○
（市）浜名土木整備事務所
変更認可申請中

砂防指定地管理条例第7条 -

地すべり等防止法・急傾斜地災害防止法 -

土砂災害防止法 -

河川法 -

市普通河川条例 ‐

県土地利用事業 -

市土地利用事業 - 対象外

道路法 - 道路占有許可　浜松市長（R4.4.1）

景観法 -

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 -

土壌汚染対策法 ‐

（ソーラー発電）固定価格買取制度認定 -

　電気事業法 -

　設備認定（経済産業省） -

該当
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電気事業者との手続き -

その他
　粉じんに係る特定施設設置届出
　騒音・振動に係る特定施設設置届出
　火薬類消費許可証
　火薬類取扱保安責任者選任・解任届出

○
静岡県知事（S54.11.10)
引佐町長（S54.11.10)
浜松市長（R7.11.5）
浜松市消防長（R７.11.14）
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